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鹿
行
南
部
の
小
児
救
急
医
療
は
広
域
的
な
拠
点
病
院
整
備

し
も
だ
て
美
術
館
の
支
援
は
県
所
蔵
作
品
の
貸
出
し

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
は
全
力
挙
げ
て
取
り
組
む

県議会を傍聴しませんか

６人の議員が質問を行う

　本会議は、特別の場合を

除き 誰でも傍聴できます

（傍聴席は 席で先着順

です）

　本会議等の日程・開会時

間や常任委員会、特別委員

会の傍聴については、事前

に議会事務局議事課へお尋

ねください。

　お問い合わせ先

　電話

竹
中
平
蔵
経
済
財
政
政
策
・
金

融
担
当
大
臣
に
意
見
書
を
提
出

す
る
潮
田
龍
雄
議
長
（
経
済
財

政
政
策
・
金
融
担
当
大
臣
室
）

　
議
員
（
自
民
）
　
鹿
行
南
部

医
療
圏
は
、
小
児
科
医
が
少
な

く
小
児
科
の
救
急
病
院
も
無
い

た
め
、
幼
児
を
持
つ
親
は
常
に

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
早
急
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
小
児
救
急

医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
小
児
科
専

門
医
だ
け
で
の
対
応
は
困
難
で

あ
る
た
め
、
広
域
を
カ
バ
ー
す

る
小
児
救
急
医
療
拠
点
病
院
の

整
備
や
、
内
科
開
業
医
等
の
協

力
に
よ
る
時
間
外
診
療
な
ど
を

え
て
お
り
、
地
元
医
師
会
な

ど
と
の
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
議
員
　
鹿
島
港
を
取
り
巻
く

環
境
が
変
化
す
る
中
、
大
型
船

舶
に
対
応
で
き
、
ま
た
迅
速
な

離
着
岸
が
可
能
な
外
港
埠
頭
の

早
期
整
備
が
強
く
望
ま
れ
る
。

鹿
島
港
公
共
埠
頭
の
整
備
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
土
木
部
長
　
外
港
地
区
の
供

用
に
あ
た
っ
て
は
、
港
内
の
静

穏
度
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
、
国
直
轄
事
業
に
よ
る
南
防

波
堤
や
中
央
防
波
堤
の
整
備
を

優
先
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

事
業
が
円
滑
に
進
展
す
る
よ

う
、
引
き
続
き
国
に
働
き
か
け

た
い
。

（
ほ
か
に
、
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
の
利
活
用
と
鹿
島

地
域
の
活
性
化
策
、
鹿
島
経
済

特
区
の
推
進
、
ヒ
素
汚
染
対
策

な
ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
民
）
　
今
年
一
一

月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
し
も
だ

て
美
術
館
」
は
、
県
西
地
区
を

リ
ー
ド
す
る
美
術
館
と
し
て
県

立
の
美
術
館
に
劣
ら
な
い
運
営

が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
支
援
策
は
。

　
知
事
　
美
術
館
運
営
の
主
体

と
な
る
下
館
市
と
十
分
協
議
し

な
が
ら
、
県
の
所
蔵
す
る
板
谷

波
山
を
は
じ
め
と
す
る
美
術
作

品
の
貸
出
し
、
県
近
代
美
術
館

所
蔵
品
に
よ
る
移
動
美
術
館
や

県
芸
術
祭
の
美
術
展
の
開
催
な

ど
の
支
援
を
行
う
。

　
議
員
　
一
都
三
県
で
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
排
出
ガ
ス
規
制
に
係
る

条
例
が
施
行
さ
れ
る
。
本
県
で

は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装

置
の
装
着
に
一
〇
分
の
一
の
補

助
を
予
定
し
て
い
る
が
、
他
県

に
比
べ
る
と
補
助
率
が
低
い
。

支
援
策
の
強
化
を
図
る
べ
き
で

は
。

　
知
事
　
ト
ラ
ッ
ク

協
会
や
バ
ス
協
会
も

独
自
の
補
助
制
度
を

設
し
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
大
気
環
境

保
全
へ
の
取
り
組
み

の
一
層
の
促
進
と
中

小
企
業
支
援
策
強
化

の
観
点
か
ら
、
一
都

三
県
が
条
例
を
施
行

す
る
一
〇
月
に
向
け

て
補
助
率
を
四
分
の

一
に
引
き
上
げ
る
方

向
で
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
市
町
村

合
併
、
農
業
の
振

興
、
商
店
街
の
再
生

な
ど
も
質
問
）

　
県
議
会
は
六
月
一
八
日
の
本

会
議
に
お
い
て
、
次
の
五
つ
の

意
見
書

地
方
分
権
に
ふ
さ
わ

し
い
三
位
一
体
改
革
の
実
現
に

関
す
る
意
見
書

医
薬
品
の
一

般
小
売
店
に
お
け
る
販
売
に
対

す
る
意
見
書

神
栖
町
に
お
け

る
飲
用
井
戸
の
ヒ
素
汚
染
対
策

に
関
す
る
意
見
書

担
保
・
保

証
に
依
存
す
る
こ
と
の
な
い
新

た
な
中
小
企
業
金
融
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
求
め
る
意

見
書

防
衛
庁
を
「
省
」
に
昇

格
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

を
可
決
し
、
衆
・
参
両
院
議

長
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
そ

の
実
現
方
を
要
望
し
ま
し
た
。

　　
地
方
分
権
に
ふ
さ
わ
し
い
三

位
一
体
改
革
の
実
現
に
関
す
る

意
見
書

　　
先
の
地
方
分
権
改
革
推
進
会

議
の
「
三
位
一
体
の
改
革
に
つ

い
て
の
意
見
」
は
、
国
庫
補
助

負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
及
び
地

方
交
付
税
の
見
直
し
の
み
を
先

行
さ
せ
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税

源
移
譲
に
つ
い
て
は
先
送
り
す

る
な
ど
、
地
方
の
意
見
が
反
映

さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
方
に
と
っ

て
は
、
到
底
容
認
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
内
容
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て

は
、
地
方
の
実
情
や
意
見
を
十

分
踏
ま
え
た
上
で
、
地
方
分
権

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
税
財

政
基
盤
の
確
立
を
基
本
と
し

て
、
三
位
一
体
の
改
革
を
推
進

さ
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
強
く
要
望
す
る
。

記

一
　
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移

譲
は
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃

止
・
縮
減
及
び
地
方
交
付
税
の

見
直
し
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
あ
く
ま
で
も
三
位
一
体
と

し
て
同
時
併
行
で
実
施
す
る
こ

と
。

二
　
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

に
つ
い
て
は
、
税
収
が
安
定
的

（
４
面
に
続
く
）

　
議
員
（
自
民
）
　
自
治
体
が

自
主
・
自
立
に
よ
る
財
政
運
営

を
行
う
に
は
、
地
方
へ
の
税
源

移
譲
が
必
要
で
あ
る
。
国
で
は

三
位
一
体
の
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
税
源
移
譲
の
方
向

性
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

三
位
一
体
の
改
革
の
推
進
に
よ

る
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を

図
る
べ
き
と

え
る
が
、
今
後

の
県
の
対
応
は
。

　
知
事
　
政
府
や
国
会
へ
の
な

お
一
層
の
働
き
か
け
が
必
要
で

あ
る
。
県
内
市
町
村
と
歩
調
を

合
わ
せ
、
知
事
会
と
も
連
携
を

図
り
つ
つ
、
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
む
。

　
議
員
　
県
は
高
品
質
米
を
作

る
た
め
今
年
度
か
ら
、
田
植
え

を
五
月
五
日
以
降
に
遅
ら
せ
る

指
導
を
し
て
い
る
が
、
農
家
に

は
定
着
し
て
い
な
い
。
田
植
え

時
期
の
他
に
も
実
現
可
能
な
総

合
的
対
策
が
必
要
と

え
る

が
、
今
後
の
対
応
は
。

　
農
林
水
産
部
長
　
五
月
六
日

現
在
の
田
植
え

の
状
況
は
、
前

年
よ
り
八
・
一

％
遅
く
な
っ
て

い
る
。
今
後
も

高
品
質
米
生
産

運
動
の
定
着
を

図
っ
て
い
く

が
、
さ
ら
に
米

の
品
質
診
断
に

よ
る
栽
培
改
善

指
導
等
に
も
取

り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
不

法
投
棄
対
策
の

推
進
、
高
校
生

の
就
職
支
援
な
ど
も
質
問
）

　
第
二
回
定
例
会
で
は
、
六
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
慢
性
的
な
日
立
市
街
地
の
交
通
渋
滞
緩
和
策
、
日
立
市
中
心
市

街
地
に
お
け
る
県
営
住
宅
整
備
、
畑
地
の
基
盤
整
備
推
進
、
空
洞
化

が
進
む
県
内
の
中
心
商
店
街
の
活
性
化
と
に
ぎ
わ
い
再
生
に
向
け
て

の
取
り
組
み
、
い
き
い
き
と
し
た
茨
城
づ
く
り
、
火
薬
類
の
保
安
の

充
実
強
化
、
鹿
行
南
部
の
小
児
救
急
医
療
体
制
の
整
備
、
鹿
島
港
公

共
埠
頭
の
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
、
米
の
高

品
質
化
対
策
、
し
も
だ
て
美
術
館
の
支
援
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
排
出

ガ
ス
規
制
に
伴
う
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微
粒
子
除
去
装
置
の
装
着
へ
の
支
援

策
強
化
な
ど
の
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
提
言
し
、
知
事
や
関
係
当
局

に
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

「しもだて美術館」（イメージ図）
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